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ま え が き 
 

 労働政策研究・研修機構では、前身である日本労働研究機構時代から若者の働き方や意識

をテーマとした「若者のワークスタイル調査」を行ってきた。2001年に実施した第１回調査

においては、いち早く当時の「フリーター」問題に取り組み、その後も継続してその時々の

若者の働き方を捉えるため行ってきたものである。本報告書は、「第４回 若者のワークスタ

イル調査」の調査結果を取りまとめたものである。 

 この15年間、若者を取り巻く状況はときどきの経済状況によって大きく変動してきた。や

やもすると現在直面している状況が今後も継続するのではないかと考えがちだが、これまで

の４回の調査はより長期的な枠組みで現象を捉えることの重要性を示唆している。 

 本報告書が、この問題に関心を持つ方々のお役に立てば幸いである。 
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